
文部科学省研究開発学校に係る
志摩中学校の取組内容の説明

令和８年５月



多様な個性や特性、背景を有する

子供達を包摂する柔軟な教育課程の編成

〈一人一人の興味・関心に応じた

学びの充実のための弾力的な教育課程編成〉

研究開発課題（R7～１０）



教育の質を向上させ、

子ども も教師 もウェルビーイング

子どもにも 教師にも 「余白」



どう時間を生み出すか

1単位時間 ５０分 → ４５分
１日あたり

約３０分

年間

５０７５分

子どもが
自分の学びのために

自由に使える時間

教師が
自分の学びのために

自由に使える時間

教育の質の向上



5075分（５分×1015コマ、１０１．５単位時間）を

糸島市

約５０％

子ども教師

約５０％



指針１

指針２

50分授業
↓

４５分授業

やってみたい！ もっと知りたい！

やってみたい！ もっと知りたい！

子どもと大人の わくわくづくり

どうやったら
効果的・効率的に

生徒の力を伸ばせるかな？

４５分での 授業づくり

裁量的な
時間

主題研究、（カリキュラム・マネジメント等）

研
究
内
容
Ⅰ

研
究
内
容
Ⅱ





研究内容Ⅰに関する指針について



研究内容Ⅰに係る取組内容について



① Student 「ジブン深掘りタイム」（研究内容Ⅰ）

生徒の
興味・関心

教師の
興味・関心

生徒の興味・関心を
もとにグルーピング

（ゼミグループの設置）
伴走者



令和８年度４月～１０月
週２回程度実施

生徒のアンケート結果



① Student 「ジブン深掘りタイム」（研究内容Ⅰ）

ジブン
深掘り
（探究）

深掘り報告書の作成

深掘り報告会の実施

目的 ： 自分の探究をさらに深めるための
フィードバックをもらう。



② Student 「ジブン育成タイム」（研究内容Ⅰ）

生徒の課題
（教科や人間的
側面、スキル）

教師が設定した
講座の中から選択
「わくわく講座」

目的 ： 生徒のスキルアップや課題克服



③ Student 「放課後ジブンタイム」（研究内容Ⅰ）

「勉強したい」

目的 ： 興味・関心や課題に対し、自主性や主体性を高める。

「本を読みたい」

「運動したい」

※ オトナとお話Dayと同時に実施

「友達と遊びたい」



④ Student ”One School プロジェクト”（研究内容Ⅰ）

目的 ： 生徒の自主性や主体性を高める。

体育祭の時みたいに
全校生徒で

盛り上がりたいな。

体育祭の時みたいに
みんなで何か
できないかな。

みんなで取り組める
企画を考えてみる？

生徒自ら企画書を作成し、教師に提案後、運営する。



④ Student ”One School プロジェクト”（研究内容Ⅰ）

縦のつながりという視点



⑤ Student 「オトナとお話Week&Day」（研究内容Ⅰ）

生徒が話したい
大人を選択

教師や地域の大人と話すことで
自分の悩みなどを解消

目的 ： 生徒が自分の人生について考えるきっかけにする。

→生徒自身が選んだ相手だからこそ
気軽に本音で話したり、将来のことを考えたりできる。



⑥ Teacher 「ジブン育成タイム」（研究内容Ⅰ）

教師の課題
（教科指導や学級経営、

保護者対応など）

目的 ： 教師のスキルアップや課題克服

○ 大学教授による講話
○ 先輩先生に学ぶ会
○ 民間企業から講師招聘 など

R8ジブン育成計画を福岡県教員育成指標に基づき、教職員一人一人が計画し実施



⑦ Teacher 「ジブン深掘りタイム」（研究内容Ⅰ）

教師の
興味・関心

目的 ： 教師が「ワクワク」したり「じっくり」取り組んだりする。

教材研究の充実

プライベート時間の充実

＝授業の質の向上

＝教職員の心身の健康を保持増進



Teacher
「ジブン深掘りタイム」 「ジブン育成タイム」

※ 大人がオトナとお話Day

先輩の先生などと・・・

○ 授業づくりの相談

○ 学級経営についての相談

○ 人生相談
など



その他の取組について

Delayed Start …週始めの月曜１校時をカット（９：３５までに登校）

睡眠時間の確保による健康管理及び時間を有意義に使う意
識づけのため。

授業準備に充てたり会議等を行ったりするなど時間を有意義
に使うため。

通常通り登校し教室で友達と話す生徒、図書館で本をゆっく
り読む生徒、ランチルームで学習に取り組む生徒などがいる。
また、９：３５に間に合うように登校する生徒は、朝ゆっくり起

きたり朝ご飯をしっかり食べてから登校したりするなど、1校時
から眠そうな生徒は減った印象。

職員室でそれぞれが授業準備や学年打合せをしている様子
があり、仕事がはかどっていると考えられる。

・目的（生徒） →

・目的（教師） →

・生徒の様子 →

・教員の様子 →



生徒と教師がともに“わくわく”する学びの創出

本年度の重点目標

１１月１３日（金）
第１回中間報告会

・公開授業（６本程度）
・Smile Time



【補足資料】 成果指標として・・・

ウェルビーイングに関する検証項目を

九州大学と連携して、独自に開発

※ １１月１３日 中間報告会にて経過を報告します。


